高等学校数学評価規準

0　対象学年、コース・類型、単位数、使用教科書

　　第2学年　　（　　　　　）型　　　（　４　）単位　　数学　オーレⅡ（啓林館）

１　教科目標、評価の観点及びその趣旨

　(1)　教科目標


[image: image1]
　(2)　評価の観点及びその趣旨

	　数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	数学的な活動とその事象に強い関心を示し、意欲をもって臨むことで、自らの資質・能力を伸ばして数学的な見方を養い、活用する態度を育んでいる。
	事象を多面的に解析する見方や論理的に分析する考え方を深めることで、意欲をもって学ぼうとする数学的な思考が養われている。
	数学的な表現を具象化し理解したことを、数理的に推論し処理することで、問題を論理的に解決できる。
	数量と図形に関する知識を広げて技能を培い、理解をより深めることで、原理や法則を多面的・発展的に考察し、導くことができる。


２　数学Ⅱの目標、評価の観点及びその趣旨

　(1)　目標

(2)　評価の観点及びその趣旨

	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	数学的な活動を通して、式や関数を論理的・図形的な観点でとらえ事象を扱うことに強い関心を示し、数学的な見方を養い、活用する態度を育んでいる。


	式や関数を論理的・図形的な観点でとらえて事象を扱い、多面的・論理的な見方や考え方を深めることで、意欲をもって学ぼうとする数学的な思考が養われている。
	式や関数を論理的・図形的な観点でとらえ事象の特性・意味を具象化し、数学的に推論し処理することで、問題を論理的に解決できる。
	式や関数を論理的・図形的な観点でとらえてその知識を広げ、理解を深めることで、原理や法則を多面的・発展的に考察し、導くことができる。


３　数学Ⅱ：単元の内容、その評価規準及び具体例
(1)　単元の目標と内容、その評価規準
	単元名
	目標と内容
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	第1章

式の計算と方程式


	式の計算についての理解を深め、数の範囲を複素数まで拡張して二次方程式を解くことや因数分解を利用して簡単な高次方程式を解くことができるようにする。

ア整式の除法　イ高次方程式
	①数を拡張することで方程式の解が発展的にとらえられることを学んでいる。②判別式や解と係数の関係から間接的に２次方程式の解の性質を考察でき、意欲的に取り組む態度を養う。
	①数の体系を複素数まで拡張する意義に気づき、式の見方を豊かにし、具体的な課題の解決に活用することができる。②方程式の係数を調べることにより、解との関係を考察することができる。
	①式の基本性質を用いて的確に式を変形・計算することで証明し、事象の処理をすることができる。②式の意味を理解し、適切・有効な方法で方程式の解を的確に導くことができる。
	①２次方程式の解の公式から解と係数の関係を理解でき、性質の理解に活用することができる。②因数定理の原理を理解しすることで高次方程式の解を考察することができる。

	第２章

図形と方程式


	座標や式を用いて直線や円などの基本的な平面図形の性質や関係を数学的に考察し処理するとともに、その有用性を認識し、いろいろな図形の考察に活用できるようにする。

ア点と直線　イ円と直線

ウ軌跡と領域
	①座標上で直線や円、直線図形をx,yの方程式で表すことに関心を示し、意欲的に活用することができる。②方程式で表された図形を解析することにより、図形の性質や関係を調べ、意欲的な態度で具体的な事象の考察に取り組もうとする。
	①座標や方程式を用いて図形の性質を証明し、解析幾何的な見方や考え方を理解することができる。②方程式で表された図形を式変形、計算をすることを通して図形に対する数学的な見方や考え方を理解することができる。
	①図形を方程式や座標を用いて的確に表現でき、式を計算・変形することで表現できる。②座標平面上でx,yの式で表される図形の領域や軌跡を理解し、数学的に処理することができる。
	①座標平面上での線分の長さ、分点の値、点と直線の距離を表す式を理解し、知識として活用することができる。②基本的な平面図形の性質や関係が解析幾何的に解けることの有用性を理解し、いろいろな図形の考察に活用することができる。

	第3章

三角関数


	三角関数について理解し、関数の理解を深め、それらを具体的な事象の考察に活用できるようにする。

ア一般角の三角関数

イ三角関数の加法定理
	①角の概念を一般角で考えることにより、三角比の概念を拡張できることを理解する。②単位円周上の点の位置により、三角関数の種々の性質や三角関数のグラフがかけることを理解し、意欲的に学ぼうとする。
	①扇型の弧の長さや面積を求めたり、三角関数のグラフをかくことにより弧度法の有用性を理解している。②三角関数のグラフにより、関数の諸性質が明確に表現できることを理解し、数学的に考察できるようにする。
	①三角関数の周期性、対称性を理解することで正確にグラフをかき、事象の処理に役立てることができる。②三角関数の性質や相互関係についての理解を深めることで、的確に三角関数の値を求めることができる。
	①グラフから三角関数の性質を理解し図形の考察に活用することができる。②正弦・余弦の加法定理の意味を理解することで、いろいろな性質を導き、活用することができる。

	第4章

指数関数と対数関数

	指数関数・対数関数について理解し、関数の理解を深め、それらを具体的な事象の考察に活用できるようにする。

ア指数と指数関数

イ対数と対数関数
	①指数を整数から有理数、実数へと拡張できることを予想して指数関数を定義し、その特徴を理解する。②指数を利用して対数の意味を理解し、対数関数を定義できることに関心を示し、具体的な事象の解析に活用しようとする。
	①指数を拡張しても指数法則は成立していることを理解し、グラフを用いて具体的な事象の考察に活用することができる。②対数の性質が指数法則により導くことができることを理解することで数学的な見方を育てている。
	①指数法則やグラフを用い、数の大小関係や簡単な方程式・不等式を計算することができる。②対数の性質やグラフを用いることで対数の計算や数の大きさなどを考察でき、事象の理解に役立てることができる。
	①指数と対数の関係からそれぞれの性質や関数の理解を深め、事象の考察に活用することができる。②指数や常用対数を用いて累乗の底を１０に変換できることを学び、自然数の桁数を調べることができる。

	第5章

微分と積分

	具体的な事象の考察を通して微分・積分の考え方を理解し、関数の値の変化を調べることや面積を求めることができるようにする。

ア微分の考え

イ積分の考え
	①極限を直感的にとらえ曲線の接線の意味を明らかにし、接線の傾きの変化から曲線の増減や概形を考察できる。②微分の逆演算である積分に関心を示し、直線や放物線で囲まれる図形の面積などに積極的に活用しようとする。
	①接線の傾きの変化から導関数の概念を導き、微分の意味を数学的に理解することができる。②微分の逆演算である積分と、曲線で囲まれる図形の面積の関係を直感的・視覚的に理解し、考察に役立てている。
	①関数を導関数や増減表を理解してグラフとして表現することで、最大・最小などの性質を考察できる。②積分の概念が図形の計量に活用できることを理解し、曲線で囲まれる図形の面積などを計算することができる。
	①微分係数や微分の定義を理解し、整関数の微分や接線の方程式の考察に活用できる知識を身につけている。②不定積分の計算を理解し、曲線の囲む図形の面積を視覚的にとらえて定積分として表現し、活用することができる。

	第6章

分数式と式の証明
	ア分数式の計算

イ式の証明
	①分数計算の拡張として分数式の計算をとらえ、意欲的に取り組んでいる。②式の意味とその証明法に関心をもち、論証についての理解を深め、主体的に活用する。
	①分数と比較して分数式計算を理解することで数学的な見方を養っている。②代数的な事象を論理的に処理し証明することの有用性を理解している。
	①分数式の計算の仕組みを理解し、分数式の加減乗除を的確に計算することができる。②等式・不等式の証明法を理解し、的確に式の証明に活用することができる。
	①約分・通分など分数式の演算を理解し、式の整理の意義と有用性を学んでいる。②比例式や相加平均・相乗平均などの証明法を理解し、式の見方を豊かにしている。


(2)　指導計画と評価規準の具体例

	章の学習内容  [時間数]
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	第１章　式の計算と方程式　[14]
　第1節　整式の除法  <2>

　
	【評価Ａ】整式の除法の計算に関心を示し、計算の仕組みを理解して意欲的に学んでいる。

【評価Ｂ】整式の除法の計算に関心を示し、基本的な計算方法を理解しようとしている。
	【評価Ａ】整式の除法を整数の除法計算の拡張としてとらえ、既習事項を基に考察することができる。【評価Ｂ】基本的な整式の除法を既習事項を基にその原理を確認しながら計算することができる。
	【評価Ａ】整式の除法を、割る式と余りの次数の関係を理解し、適切に計算・処理することができる。【評価Ｂ】基本的な整式の除法の計算を、余りの次数に注意しながら、計算できる。
	【評価Ａ】除法の商と余りの関係を理解し、活用している。【評価Ｂ】除法の計算を既習事項を確認しながら理解し、活用することができる。

	　第2節　複素数 <2>
	【評価Ａ】複素数の定義に関心を示し、その性質を積極的に考察している。【評価Ｂ】数の拡張に関心を示し、実数以外の数の存在を意欲的に理解しようとしている。
	【評価Ａ】複素数を実数拡張としてとらえて、その性質を理解することができる。【評価Ｂ】平方すると負数になる数の存在を直感的にとらえ、理解しようとしている。
	【評価Ａ】複素数の意味と仕組みを理解し、和・差・分数の計算を的確に計算できる。【評価Ｂ】複素数の計算を規則に基づいて正確に計算することができる。
	【評価Ａ】虚数と複素数を知識として理解し、計算や性質を理解している。【評価Ｂ】虚数単位の意味と意義を理解し、複素数の計算に活用することができる。

	第３節　2次方程式の解の公式 <5>


	【評価Ａ】複素数が２次方程式の解を与えることに気付き、解を分類したり、係数との関係を調べることに意欲的に取り組んでいる。【評価Ｂ】方程式の解を分類することに関心を示し、解との関係を意欲的に調べている。
	【評価Ａ】代数方程式の解と複素数への数の拡張を数学的にとらえ、理解している。【評価Ｂ】方程式の解法や解と係数の関係などから数学的な見方や考え方を理解しようとしている。
	【評価Ａ】２次方程式の解と係数の関係や解の判別を的確に表現し、活用することができる。【評価Ｂ】方程式の解を適切に計算し、解と係数の関係や判別式の理解に役立てている。
	【評価Ａ】２次方程式の解と係数の関係や判別式を知識として理解し、発展的な問題に対して活用している。【評価Ｂ】２次方程式の解と係数の関係を用いて簡単な問題を解くことができる。

	第４節　高次方程式  <5>


	【評価Ａ】方程式の性質や、高次方程式の拡張に関心をもち、因数定理などを用いて意欲的に取り組んでいる。【評価Ｂ】高次方程式の解法に関心を示し、式の特徴から因数分解を用いて考察することができる。
	【評価Ａ】因数定理の原理を数学的に理解し、高次方程式の解法に活用することができる。【評価Ｂ】因数定理を用いて数学的な見方や考え方を理解し高次方程式に役立てようとしている。
	【評価Ａ】整式の除法の概念により因数定理を用いて整式を表現し、整式を因数分解することができる。【評価Ｂ】簡単な高次方程式の解を求めることで因数定理の理解に役立てている。
	【評価Ａ】因数定理を知識として理解し、高次方程式を的確に処理し、問題解決に活用している。【評価Ｂ】因数定理を理解し、簡単な問題に活用することができる。

	章の学習内容  [時間数]
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	第２章　図形と方程式 [36]
第1節　点と直線 <20>


	【評価A】座標を用いて点や直線図形が表現できることに関心を示し、図形の性質の理解に積極的に活用している。【評価Ｂ】座標を用いることの利点に関心を示し、図形の性質の解析に意欲的に取り組んでいる。
	【評価Ａ】点や直線などの図形の性質を、方程式を解析しその関係を調べることで考察することができる。【評価Ｂ】平面上の点や直線の性質を、方程式を計算することによって理解しようとしている。
	【評価A】座標平面上で適切に点の位置や直線の方程式を表現でき、図形の性質を解析・処理することができる。【評価Ｂ】座標平面上の点や直線の方程式から、解析的に性質を導き出すことができる。
	【評価Ａ】分点・線分の長さなどの公式を問題に活用することができる。【評価Ｂ】公式を使って分点・線分の長さを計算でき、簡単な図形の性質の考察に活用することができる。

	第2節 円と直線 <8>


	【評価Ａ】座標平面上で円が定義され表現できることに関心を示し、積極的に円の性質を考察し理解している。【評価Ｂ】円の性質に関心をもち、座標平面上で方程式を用い、理解しようと取り組んでいる。
	【評価Ａ】代数的に処理・計算することで、円の方程式や円の性質を考察することができる。

【評価Ｂ】円の方程式を解析することで、円の中心や半径、その性質を調べることができることを理解している。
	【評価A】条件を満たす円を方程式を用いて表現し、性質や図形の位置関係を調べ処理することができる。【評価B】方程式から円の中心や半径を的確に求め、円や直線の位置関係などに活用することができる。
	【評価Ａ】円の中心と半径、円と直線の位置関係を知識として理解し、性質の考察に活用している。【評価Ｂ】円と直線を判別式などを用いて性質の考察に活用できることを理解している。

	第3節 領域 <8>


	【評価Ａ】条件を満たす点の集合が図形として表現されることに関心を示し、積極的に考察し理解している。【評価Ｂ】図形を点の軌跡として表されることに関心を示し、方程式を求める有用性を理解している。
	【評価Ａ】性質を満たす点の集合を視覚的に理解し、的確に図形として表現することができる。【評価Ｂ】性質を満たす点の集合を軌跡として表現することで理解することができる。
	【評価Ａ】条件を満たす軌跡を数学的に理解し、方程式として表現・処理することができる。【評価Ｂ】式化した条件をx,yの関係式で示し、的確に方程式を計算・処理することができる。
	【評価Ａ】軌跡や図形の表す領域を知識として理解し、簡単な問題の考察に役立てている。【評価Ｂ】性質を軌跡として表現できることを理解し、いろいろな事象の考察に役立てようとしている。

	第3章　三角関数  [18]

　第1節　一般角の三角関数 <7>


	【評価Ａ】①一般角へ拡張することの意義を理解し、三角比を関数としてとらえ相互関係や性質の考察に活用している。

【評価Ｂ】①角の拡張によっても三角比の相互関係や性質が成立することに関心を示し問題の考察に取り組んでいる。
	【評価Ａ】一般角への拡張が三角関数の概念の導入に対して有用であることを理解し、性質考察に活用することができる。【評価Ｂ】一般角に拡張された三角関数の問題を解くことにより、その有用性を理解することができる。
	【評価Ａ】三角関数の性質を理解し、単位円周上の点の運動から、相互関係を的確に考察・処理することができる。【評価Ｂ】三角関数の性質が相互関係を考察するために有用であることを理解している。
	【評価Ａ】三角関数の値を相互関係から一般角を用いて的確に考察することができる。【評価Ｂ】三角関数を三角比の拡張としてとらえ理解することで、その性質を理解しようしている。

	第2節 三角関数のグラフ　<5>
	【評価Ａ】単位円を用いて三角関数のグラフが得られることに関心を示し、基本的な三角関数のグラフをかくことができる。【評価Ｂ】三角関数の値の変化からグラフがかけることを理解し意欲的に調べている。
	【評価Ａ】一般角を単位円周上で考えることがグラフをかくために有用であることを理解している。【評価Ｂ】グラフをかくことで、正弦・余弦・正接関数の性質と関係を調べることができる。
	【評価Ａ】単位円周上の点の運動から三角関数のグラフを周期性や対称性を理解して的確にかくことができる。【評価Ｂ】三角関数のグラフを視覚的にとらえ、性質などを読み取ることができる。
	【評価Ａ】三角関数のグラフの周期性や対称性を理解し、考察に活用することができる。【評価Ｂ】基本的な三角関数のグラフを正確にかくことができる。

	第3節 三角関数の加法定理 <3>


	【評価Ａ】加法定理から導かれる一連の公式の関連性と有用性に関心を示して理解している。【評価Ｂ】加法定理に関心を示し、三角関数の性質や相互関係を用いて一覧の公式を作ることの楽しさを体得できる。
	【評価Ａ】具体的な例から加法定理が導かれることを理解し、２倍角や合成の公式に適用することができる。【評価Ｂ】加法定理の意味を理解し、２倍角や合成の公式との関係を考察できる。
	【評価Ａ】加法定理などの公式を用いて三角関数の値や角度を的確に求めることができる。【評価Ｂ】三角関数の相互の値や角度を与えられた公式から求めることができる。
	【評価Ａ】加法定理を用い一連の公式を導く過程を知識として理解している。【評価Ｂ】加法定理を知識として身につけ図形の計量の性質の考察に役立てようとしている。

	第4節 弧度法と三角関数 <3>


	【評価Ａ】①弧度法の意味を理解し、図形の考察に意欲的に活用している。【評価Ｂ】弧の長さで角を表すことの意義を理解している。
	【評価Ａ】中心角と弧の比例関係を理解し、弧度法を活用している。【評価Ｂ】弧度法の意味を理解し度数法を的確に変換できる。
	【評価Ａ】弧度法を用いて扇形の弧の長さや面積などの考察をすることができる【評価Ｂ】弧度法が図形の計量に有用であることを理解している。
	【評価Ａ】弧度法を知識として理解し、三角関数のグラフに活用することができる。【評価Ｂ】弧度法を用いて三角関数のグラフをかくことができる。

	第４章　指数関数と対数関数 [24]

　第1節　指数 <12>


	【評価Ａ】指数を有理数に拡張することの有用性に関心を示し、指数関数のグラフを考察することでができる。【評価Ｂ】指数の拡張により指数関数のグラフを用い、数理的事象の考察に役立てるようとしている。
	【評価Ａ】累乗根の意味と性質を理解し、指数関数のグラフを用いて関数の性質を考察することができる。【評価Ｂ】指数の値の変化から指数関数のグラフを直感的にとらえ、指数の拡張の意義を理解している。
	【評価A】指数法則の意味を理解し、指数計算や方程式・不等式、グラフの描画に活用することができる。【評価B】指数法則を理解し、簡単な指数計算や方程式・不等式を解くことができる。
	【評価A】累乗根の性質、指数法則、指数関数のグラフの特徴を知識として理解し活用することができる。【評価B】累乗根・指数計算の簡単な計算や、基本的な指数関数のグラフをかくことができる。

	第2節 対数 <12>


	【評価A】指数を基に対数や対数の性質が導き出されることを理解し、対数関数や常用対数に関する問題の考察に役立てることができる。【評価Ｂ】対数と指数の関係に関心を示し、意欲的に問題に取り組もうとしている
	【評価A】指数から対数を定義する数学的な考え方を理解することで、対数の性質、真数条件、底の条件などの考察に用いている。【評価Ｂ】対数の性質を指数法則と対比させて考察し、対数関数の性質や問題の解析に利用している。
	【評価Ａ】対数の性質やグラフを用い、対数計算や方程式の解、自然数の桁数計算などを的確に計算・処理することができる。【評価Ｂ】基本的な対数計算、方程式、自然数の桁数などを的確に計算・処理することができる。
	【評価Ａ】対数の性質やグラフを知識として理解し、数理的な事象の解析や、自然数の桁数の考察に活用することができる。【評価Ｂ】対数を指数と対比させ、知識として理解し、具体的な問題に対して考察することができる。

	第５章　微分と積分 [3０]

　第1節　微分 <18>


	【評価Ａ】瞬間の速さから微分の意義について関心を示し、曲線の接線を意欲的に調べ理解することで、関数のグラフを考察することができる。【評価Ｂ】接線とグラフの概形との関係に関心を示し、増減表から関数のグラフを意欲的に求めようとしている。
	【評価Ａ】微分係数を図形的にとらえて、曲線の接線の意味・意義を理解し、３次関数のグラフの考察に活用している。【評価Ｂ】微分係数や導関数の概念と基本的な計算方法を理解し、増減表を用いて簡単なグラフをかくことができる。
	【評価Ａ】微分係数から導関数

の有用性を理解し、整関数の和・差・実数倍の微分を的確に計算処理し、接線・グラフなどの問題の考察ができる。【評価Ｂ】簡単な微分係数、導関数、接線の方程式が計算でき、３次関数のグラフの考察に役立てている。
	【評価Ａ】極限や微分の記号を知識として理解し、整関数の接線や３次関数のグラフの極値、最大・最小などの考察に活用している。【評価Ｂ】極限や微分の記号を用いて微分係数や導関数が計算でき、関数の接線や３次関数のグラフの性質を求めることができる。

	第2節　積分　<12>
	【評価Ａ】微分の逆演算である積分に関心を示し、理解することで、曲線の囲む面積などの図形の計量の考察に役立てている。【評価Ｂ】積分の概念に関心を示し、微分と対比して考察し、図形の面積などの計量に意欲的に取組んでいる。
	【評価Ａ】積分と曲線の囲む図形の面積との関係を視覚的に考察・理解でき、積分計算を用いて処理することができる。【評価Ｂ】積分の概念を直感的に理解でき、図形の面積などの計量に役立てようとしている。
	【評価Ａ】不定積分や定積分の基本的な性質を理解し、的確に計算処理することで、図形の計量に役立てている。【評価Ｂ】不定積分と定積分の関係を理解し、計算方法を熟知することで、図形の面積などに活用することができる。
	【評価Ａ】定積分の計算法と図形的な意味を知識として理解し、放物線で囲まれた図形の面積を的確に求めることができる。【評価Ｂ】定積分の計算を知識として理解し、活用することで、放物線で囲まれる図形の面積を求めるとができる。

	第6章　分数式と式の証明 [14]

　第１節　分数式の計算＜７＞

　第２節　式の証明＜７＞

	【評価Ａ】分数式の計算に関心を示し、計算の仕組みを理解して意欲的に学んでいる。

【評価Ｂ】分数式の計算に関心を示し、基本的な計算方法を理解しようとしている。
	【評価Ａ】分数式の四則計算を整数計算の拡張としてとらえ、既習事項を基に考察することができる。【評価Ｂ】簡単な分数式の計算を、既習事項を基にその原理を確認しながら計算することができる。
	【評価Ａ】分数式の計算を、通分・約分を効率的に用いながら、適切に表現・処理することができる。【評価Ｂ】簡単な分数式の計算を、目的に応じて式変形し、表現・処理することができる。
	【評価Ａ】分数式の四則計算における約分・通分の意味を理解し、積極的に活用している。

【評価Ｂ】分数式の計算を約分・通分を用いて、既習事項を確認しながら理解し活用することができる。


４　評価の方法・判定材料など

	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	①単元の初めに、単元全体の内容の意義や目的を提示し、関心・意欲を高める。

②eラーニング・数学ソフト・数学史といった関連教材・教具を用い、自己啓発を促す。

②単元終了時に自己評価や授業アンケートを提出させ、評価・改善する。
	①授業中における発問によって確認する。

②授業中における考察法や解決法の提示に対する意見・疑問を述べさせ、確認する。

③単元終了時に、単元の内容説明をレポートにより提出させる。


	①授業中に作業・演習などの課題を与え、机間巡視により、確認する。

②日々や週末の課題を与えることで継続的な知識の伸張を図る。

③小単元毎にチェックリストや課題の到達度を数値化・グラフ化し評価する。
	①授業中に課題を黒板で解かせることにより確認する。

②単元終了時に、確認テストを実施する。

③理解不十分な生徒に対して、補講や面談を実施する。


	観　　点
	目　　標
	妥　　当　　な　　評　　価　　方　　法

	関心・意欲・態度
	関心・意欲・態度
	アンケート：教科書の分野・単元毎の扉記載の文章を読ませ、その内容についての感想・意見を集約し評価。

ｅラーニング：提供したソフトや書籍の利用状況をグラフの描画の提出・読書感想などで分析評価。ｅラーニングについては、システムを持っている分析機能により、インターネットを通じて分析評価。

自己評価表：項目毎に多段階で評価できるカードを作成する。

	見方・考え方
	思考・判断
	客観チェック：授業中の問題提起に対していくつかの解答を用意し、挙手等によりグループに分け、簡単なディベート的な討論をする。

個人別チェック：発問を毎時間、ルールを決めて個人に要求し、応答内容により確認する。

アンケートチェック：単元内容や項目に関する質問を文章でかかせ、提出させる。

	
	応用・創造
	

	表現・処理
	読む・話す・聞く
	数学ソフト：頒布可能な数学ソフトを用いることで数学的な考察やグラフが正しいことを自己確認させ、評価する。

客観テスト：再認形式と再生形式を備えたテストの実施

基本テスト：教科書問いレベルの類題をまとめたテストの実施

ｅラーニング：応答・時系列分析が可能な学習ソフトを用いて理解度を図る。

	
	書く・計算・資料活用
	

	
	表現・実験
	

	知識・理解
	知識
	チェックテスト：数学の語句、公式などをチェックするための小テストを実施

課題確認：提示した課題を黒板で解かせ、生徒全体で見て、確認することにより、知識の理解度を図り、補う。

補講・面談：発問、課題、チェックテスト等の評価の理解不十分な生徒に対して状況に応じて補講・面談を実施する。

	
	理解
	


数学における基本的な概念や原理・法則の理解を深め、事象を数学的に考察し処理する能力を高め、数学的活動を通して創造性の基礎を培うとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識し、それらを積極的に活用する態度を育てる。








　式と証明・高次方程式、図形と方程式、いろいろな関数および微分・積分の考えについて理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それらを活用する態度を育てる。
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